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暖
機
運
転
の
す
す
め 

 

早
い
も
の
で
、
平
成
三
十
一
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
二
枚
目
と
な
り
ま
し
た
。
節
分
か
ら
立
春
と

い
う
節
目
も
や
っ
て
き
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
二
月
特
有
の
寒
さ
や
乾
燥
は

健
康
ト
ラ
ブ
ル
の
引
き
金
に
も
な
り
ま
す
。
温
か
く
て
体
に
優
し
い
も
の
を
食
べ
、
体
力
を
つ
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

こ
の
寒
い
時
期
、
草
木
は
芽
吹
く
力
を
蓄
え
ま
す
。
二
月
は
暖
機
運
転
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

一
日
一
日
を
大
切
に
丁
寧
に
過
ご
し
、
暖
か
く
な
っ
た
ら
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。 

 

春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
で
す
。 

 

神
明
社
は
、
保
土
ヶ
谷
の
地
が
榛

は
ん
が

谷 や

と
呼
ば
れ
て
い
た
平
安
時
代
の
中
頃
、
天

て
ん

禄
ろ
く

元
年

（
九
七
〇
年
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

鎌
倉
時
代
初
期
に
は
、
榛
谷
の
総
鎮
守
と
し
て
広
大
な
社
領
を
授
け
ら
れ
、
年
に
七
十
五

度
た
び

の
祭
祀
を
営
み
隆
盛
を
極
め
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
戦
乱
の
時
代
に
一
時
衰
退
し

ま
し
た
が
、
天

て
ん

正
し
ょ
う

十
八
年
（
一
五
九
〇
年
）、
徳
川
氏
入
国
の
時
、
社
殿
の
造
営
が
行
わ

れ
、
朱
印
状
に
よ
っ
て
四
石
一
斗
の
領
有
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
元
和

げ

ん

な

五
年
（
一
六

一
九
年
）、
神
戸
山

ご

う

ど
や

ま

山
頂
か
ら
現
在
の
地
に
遷

う
つ

さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
十
年
に
は
、「
鎮
座
一
〇
三
〇
年
祭
」「
当
地
遷
座
七
七
〇
年
祭
」「
伊
勢
神
宮
鎮
座

二
〇
〇
〇
年
祭
」
を
記
念
し
て
平
成
の
御
造
営
が
行
わ
れ
、
三
八
〇
年
ぶ
り
に
社
殿
・
神
楽

か

ぐ

ら

殿
で
ん

な
ど
全
て
の
境
内
建
築
物
十
二
棟
が
一
新
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

神社･仏閣･教会紹介 

保土ヶ谷神明社 

 

横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
神
戸
町
一
〇
七
番
地 

 

【
株
式
会
社
清
水
康
益
社
】 

ほ  ど  が  や しん めい しゃ 

     鳥居            社殿 
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新
春 

相
模

さ

が

み

七
福
神

し
ち
ふ
く
じ
ん

巡 め
ぐ

り 

 
今
年
の
七
福
神
巡
り
は
、
座
間
市
か
ら
海
老
名
市
に
か
け

て
全
行
程
約
十
五
キ
ロ
あ
る
相
模
七
福
神
を
二
日
間
か
け
て

巡
り
ま
し
た
。 

一
月
三
日
午
前
十
一
時
、
Ｊ
Ｒ
相
模
線
・
相
武
台
下
駅
を

出
発
し
て
寿
老
人
の
宗

そ
う

仲
寺

ち
ゅ
う
じ

に
向
か
い
ま
し
た
。
最
初
に
訪

れ
た
宗
仲
寺
に
て
色
紙
を
購
入
。
御
朱
印
を
待
つ
あ
い
だ
、

寺
務
所
で
熱
い
お
茶
を
い
た
だ
き
、
一
息
つ
き
ま
し
た
。
次

に
訪
れ
た
龍
源
院

り
ゅ
う
げ
ん
い
ん

で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
囲
ま
れ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
辨
財
天
を
じ
っ
く
り
参
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
お
姿
は
、

神
の
お
使
い
と
い
う
白
蛇
の
頭
部
に
、
あ
ご
髭
を
蓄
え
た
翁

の
頭
が
の
っ
て
い
ま
し
た
。
続
く
浄
土
寺
で
は
満
面
の
笑
み 

の
恵
比
寿
が
お
出
迎
え
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
朝
か
ら
天
気
も
良
く
、
午
後
に
な
る
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
も
少
し
汗
ば
む
ほ
ど
で
し

た
。
こ
の
日
の
七
福
神
巡
り
は
座
間
市
エ
リ
ア

の
三
寺
院
を
訪
ね
て
終
了
で
す
。 

翌
四
日
は
海
老
名
市
エ
リ
ア
の
四
寺
院
を

訪
ね
ま
し
た
。
午
前
九
時
、
小
田
急
線
・
厚
木

駅
を
出
発
し
て
増

ぞ
う

全
ぜ
ん

寺 じ

に
向
か
い
穏
や
か
な

表
情
の
福
禄
寿
を
参
拝
し
ま
し
た
。
続
い
て
、 

 

 

 

 

 

寺院と七福神 

①宗仲寺 【寿老人】 長寿延命 

②龍源院 【辨財天】 福徳愛敬 

③浄土寺 【恵比寿】 商売繁盛 

④増全寺 【福禄寿】 長寿幸福 

⑤妙元寺 【大黒天】 福徳円満 

⑥善教寺 【布袋尊】 家内安全 

⑦本覺寺 【毘沙門天】財宝富貴 
 

七福神とは 

大黒天、毘沙門天、恵比寿、寿老人、

福禄寿、辨財天、布袋尊の七つの神

様の総称。七福神を参拝すると七つ

の災難が除かれ、七つの幸福が授か

るという。 

 

大
黒
天
の
妙

み
ょ
う

元
寺

げ

ん

じ

に
向
か
い
ま
し
た
。
こ

の
辺
り
は
水
田
が
広
が
る
農
村
地
帯
で
見

通
し
が
よ
く
、
ど
こ
か
ら
で
も
雪
化
粧
し

た
富
士
山
が
見
え
る
の
で
、
旅
の
気
分
が

味
わ
え
ま
す
。 

次
に
訪
れ
た
布
袋
尊
の
善

ぜ
ん

教
寺

き
ょ
う
じ

で
は

「
あ
と
ひ
と
つ
。
気
を
つ
け
て
行
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
」
と
励
ま
さ
れ
、
元
気
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
終
目
的
地

毘
沙
門
天
の
本
覺
寺

ほ

ん

が
く

じ

で
無
事
参
拝
を
終
え

る
と
「
長
い
道
の
り
の
相
模
七
福
神
巡
り
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、

完
歩
記
念
品
の
手
拭
い
を
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ど
の
寺
院
も
親
切
で
と
て
も
気
持
ち

の
良
い
七
福
神
巡
り
で
し
た
。
新
春
の
爽

や
か
な
風
も
心
地
よ
く
、
晴
れ
や
か
な
気

持
ち
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。 

龍源院 辨財天 

富士山が見える田園風景 

善教寺 布袋尊 

御朱印色紙 

座間市 
海老名市 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

港
南
区
消
防
出
初
式 

 
一
月
五
日
、
新
春
を
飾
る
恒
例
の
「
平
成
三
十
一
年
港
南
区
消
防
出
初

式
」
が
港
南
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
部
で
は
消
防
団
員
・
家
庭
防
災
員
や
一
般
消
防
功
労
者
の
表
彰
が

あ
り
、
第
二
部
で
は
、
鳶

と
び

工
事
協
同
組
合
が
古
式
消
防
演
技
「
ま
と
い
振

込
み
」
と
「
は
し
ご
乗
り
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
高
さ
６
メ
ー
ト
ル
の
は

し
ご
上
で
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
技
が
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
、
技
が
決

ま
る
た
び
に
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。
消
防
車
両
に
よ
る
分
列
行

進
で
は
、
事
前
に
申
し
込
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
ミ
ニ
防
火
衣
を
着
用
し
て

分
乗
し
号
令
を
か
け
る
な
ど
、
笑
顔
で
写
真
ポ
ー
ズ
に
応
じ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
野
庭
聖
佳

の

ば

せ

い

か

幼
稚

よ

う

ち

園
児

え

ん

じ

に
よ
る
鼓
笛
隊
は
、
見
事
な
演
奏
に
旗

振
り
と
行
進
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合
い
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
テ
ロ
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
で
は
、
警
察
署
員
に
よ
る
犯
人
確
保

や
消
防
団
員
・
消
防
署
員
に
よ
る
救
助
・
救
出
・
消
火
訓
練
は
、
迫
力
た

っ
ぷ
り
で
秒
単
位
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
訓
練
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
一
斉
放
水
で
は
、
青
空
に
放
た
れ
る
水
し
ぶ
き
に
会

場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
区
制
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
今
年
の
消
防

出
初
式
。
幸
先
が
よ
い
一
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。 

港南区 
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一
月
十
三
日
、
午
後
二
時
よ
り
、
上
大
岡
西
の
鹿
嶋
神
社
（
松
本
小
寿
恵

宮
司
）
で
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
ん
ど
焼
き
は
、
門

松
や
し
め
縄
な
ど
の
正
月
飾
り
、
古
い
お
札
、
お
守
り
な
ど
を
集
め
て
お
焚

き
上
げ
を
す
る
伝
統
行
事
で
す
。
こ
の
日
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
餅
の
小
枝

は
一
二
〇
〇
本
。
同
神
社
氏
子
会
が
中
心
と
な
っ
て
昨
年
暮
れ
か
ら
準
備
を

行
い
、
当
日
の
朝
に
は
地
元
の
小
学
生
た
ち
が
枝
に
餅
を
つ
け
る
作
業
を
手

伝
い
ま
し
た
。 

松
本
宮
司
に
よ
る
神
事

し

ん

じ

の
後
、
火
入
れ
が
行
わ
れ
、
地
元
の
消
防
団
員
が
、

火
力
を
調
整
し
な
が
ら
正
月
飾
り
な
ど
を
焼 く

べ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は

今
年
一
年
の
無
病
息
災
を
願
い
な
が
ら
、
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
っ
た
火
に
手

を
か
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
隣
に
用
意
さ
れ
た
小
さ
な
焚
き
火
で
は
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
そ
う
に
餅
を
あ
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。 

地
域
住
民
の
参
加
と
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
「
ど
ん
ど
焼
き
」
は
、
皆

を
笑
顔
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

鹿
嶋

か

し

ま

神
社

じ
ん
じ
ゃ 

ど
ん
ど
焼
き 

港南区 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女 声 合 唱 教 室 
 

      松田 けい子 先生  
指揮・指導 松田 けい子 

ピアノ伴奏 杉山 美穂 

 楽しく歌って若々しくをモットーに 

和気あいあい歌っています。只今、メンバー

を大募集中です。 貴女もご一緒に！！ 

 ♪女声合唱「それいゆ」 

◆日 時 毎月第 2・第 3 火曜日  

午前 10 時～12 時 

◆場 所 永谷地区センター 

♪お気軽に一度ご見学ください。 

◆問合先 松田けい子 ＴＥＬ 045-353-7584 

 
 

パ ス テ ル 画 教 室  
 

     小芝 恵美 先生  
下描きしないで指でぼかし 

ながら描いていきます。 

初心者歓迎・無料体験あります。 

☆港南中央教室 

（毎月第 1・第 3 水曜日）10 時～11 時 30 分 

☆芹が谷教室 

（毎月第 2・第 4 火曜日）13 時～14 時 30 分 

その他に野庭教室、港南台教室があります。 

詳細はお気軽にお問い合わせください。 

◆問合先 (パステル桜)小芝恵美 045-845-4812 

－三ツ沢下町－横浜－桜木町－関内－弘明寺－上大岡－港南中央－上永谷－下永谷－舞岡－戸塚 

港南区「街の先生」の会 お知らせ 
No.61 

 

 

 

 あなたと一緒に 
生涯学習 

 
    吉岡 幸恵 先生  

☆港南台コミュニティハウス 

☆野庭地域ケアプラザ 

☆舞岡地区センター 

生花、プリザーブドフラワー、 

ドライフラワー、アーティフィシャルフラワーなど

月に一回行っています。お気軽にご連絡ください。 

◆問合先 吉岡幸恵 ＴＥＬ 045-843-6540 

フラワーアレンジメント教室

教 室 

私たち港南区「街の先生」 
の会は、持っている豊富な 
知識・技術・体験を基に、 
多くの活動から育んだ「人

ネットワーク」を財産に、区民の皆様のお
役に立つ生涯学習支援者として、自らも学
びながら地域社会に貢献したいと願って
います。どうぞ、ご一緒に！ 
～「街の先生」募集中～ 
港南区近隣で教室を開いている方で、港南
区が提唱する「街のアドバイザー」に登録、
又は登録できる先生……私たちと一緒に
活動しませんか！ 
問合先 ＴＥＬ 045-843-6540／吉岡幸恵 

 

       野口 裕子 先生  
「真っ白なうつわを好きなように彩って、あな

ただけのテーブルウェアをつくる」それがポー

セラーツです。シール感覚で使える転写紙を切

り貼りして絵柄を付けるので、絵に自信のない

方でも楽しんで学べます。 

お気軽にお問い合わせください! 

◆場 所 港南区港南台（自宅） 

◆問合先 ＴＥＬ 045-832-9286 

ポ ー セ ラ ー ツ 教 室 

似 顔 絵 教 室 

やまさき 昭 先生  
色紙に水彩で描く似顔絵教室のご案内 

≪かまくら似顔絵倶楽部≫ 

◆日 時 毎月第 1 と第 3 の金曜日 

13 時 30 分～16 時 

◆場 所 玉縄学習センター（鎌倉市岡本２） 

※日時や場所が変わることがあります。 

必ずご連絡の上お越しください。 

◆問合先 やまさき昭 ＴＥＬ 090-8174-8587 

 

 

 

 

 

楽しみを見つけたいあなた! 

気軽にお問い合わせください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

◆消防団とは 
消防団員は、常勤の消防職員とは異なり普段は本 

業の仕事や家事を行いながら、その居住地、勤務 

地である地域特性の知識を生かし、消火や救助な 

どの災害時に活動する非常勤の地方公務員です。 

◆消防団の活動 
〔普段の活動〕学校での救命講習や町内会単位で 

実施するイベントでの防火・防災講習など、地域 

の皆様と身近なところで活動しています。 
 
◆災害発生時の活動 
火災発生時の消火活動のほか、地震や風水害など 

の自然災害発生時の救助・救出活動、警戒活動、 

避難誘導などを行っています。 

◆報酬等 
年額報酬・出動報酬といった活動に対する報酬が 

支給されるとともに、消防団活動中において負傷 

した場合などの補償制度があります。 

また、「かながわ消防団応援の店」などの消防団 

活動を応援していただいている各店舗等からの 

サービスが受けられます（詳しくはホームページ 

『かながわ消防団応援の店』をご覧ください）。 

港南消防団では地域防災力を向上させるため、消防団員を募集しています。 

防火・防災活動にご協力いただける方はぜひ連絡ください。 

【港南消防団 条例定数 285 人 Ｈ31 年２月 1 日現在 301 人】 

 

 

◆港南消防団員への入団要件 
・港南区内にお住まいの方（勤務先等が区外、 

市外でも大丈夫です） 

・港南区内に通勤･通学されている方（お住まい 

が港南区外でも大丈夫です） 

上記のどちらかの条件で、18 歳から 70 歳未満 

の健康な方であれば、男女問わず 

どなたでも港南消防団員になることができます。 

 問い合わせは 港南消防署 庶務課 消防団係 

TEL 045-844-0119 

サバス通信は、横浜市営地下鉄(ブルーライン) 改札口フリーポストにあります。 片倉町－三ツ沢上町 

 

港南消防団に総務大臣感謝状贈呈 
 

全国的に消防団員が減少する中、平成29

年度に消防団員数を大幅に増加させ、地域防

災力の向上に貢献したとして、総務大臣から

全国の17消防団、神奈川県では横浜市の港

南・南・栄の3消防団に感謝状が贈られまし

た。また、横浜市内の消防団（全20消防団）

では団員確保が進み、平成31年1月1日には、

条例で定める定数（8305人）100%を達成し

ました。 

昨年は西日本豪雨や大阪府北部地震など

災害が立て続けに発生したこともあり、地域

防災への関心が改めて高まっています。各消

防団では、これまで消防団活動に加わってい

なかった事業所や施設への協力要請、女性や

学生の勧誘、イメージアップを図る広報な

ど、様々な施策を積極的に行っています。 

今後とも 

地域を守る消防団を 

応援してください。 
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第
一
二
四
回 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス 

【17】 【12】 縦・横・太枠内に、１から９までの数字が 

一つずつ入ります。二重枠の数字を足した 

数が答えです。難問・レギュラーと明記し 

葉書に答えを記入のうえ「〒233-0004  

横浜市港南区港南中央通 4-11 ㈱清水康益社 

サバス通信編集部」へ。難問正解 7 回達成、 

レギュラー正解１0 回達成毎 

に粗品を進呈いたします。 

出題は 勝葉讃
かっぱさん

 です！ 

御便りを 
書き添えてね 

※
締
め
切
り
二
月
二
十
五
日
消
印
有
効 

1 7 2

3 8 9

5 4 6

作り方 
 

①お弁当用の箸箱に細長くオアシスを詰めて、中心にバラ、

グリーンをさします。 

②箸箱を包装紙でキャンディのように包みます。両端を 

輪ゴムで留めてリボンをします。 

 

 キャンディ♥アレンジ 
 

磯子センター 横浜市磯子区磯子 2-29-29 TEL045-750-0879 FAX045-754-8791 

 

冠婚葬祭用生花専門店 株式会社 花久本店 

〖コーセイ会 フラワーアレンジメント講師 今井久子先生作品〗 
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     ５  １  
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 １  ２      

 ６   ３    ７ 

  ５ ７     ３ 

      ６ ２ ４ 
 第

一
二
三
回
（
一
月
一
日
号
） 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス
解
答 

 

材料 
 
バラ、又はピンポンマムなど 

 ３～５本 

こでまりなどの小枝   1 本 

 

資材 
 
お弁当の箸箱など細長い小さな
もの 

オアシス少々 

包装紙、輪ゴム 2 本 

リボン少々 

 

バラ 

こでまり バラ 

お祝いやプレゼントに！！ 



                           
                    

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
                                                                                                                                   

 

 

 

    
 

 

第 92 回 

回  

作り方 

①里芋をよく洗い皮がついたまま、中まで竹串がスッと通るまで茹でる。 

②粗熱を取り、手で持てるぐらいまで冷めたら皮をむき、ボールに入れてフォークの背で潰す。 

③潰した里芋に明太子を入れて薄口醤油を 2滴たらし、フォークで混ぜ合わせる。 

④ある程度混ざったら器に移し、柚子と青ネギと刻みのりをかけて出来上がり。 

◆ 寒中お見舞い申し上げます。新年早々に 7 回達成の記念品をお送りいただき有難うございま

した。10 年以上も続いている “ナンプレ” に感謝し、今年も脳トレの一助として楽しませて

いただきます。お寒さ募る中 “サバス通信” 編集部の皆様のご苦労を思いつつ、更なるご活

躍をお祈り申し上げます。小寒            （港南区上永谷 Ｋ．Ｋ．さん） 

 

永い間、ご愛読いただきありがとうございます。編集部員にとって取材は筋トレで、編集は脳

トレになっている気がします。また皆様との紙面を通しての交流も励みになり、毎月楽しみに

しています。今後ともよろしくお願いいたします。          （サバス通信編集部） 

 

◆ 明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。ぜひ今年から書道を

始めたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

（南区永田みなみ台 Ｊ．Ｋ．さん） 

 

コーセイ会文化教室の「書道」は、初めての方もキャリアのある方も和気あいあいと楽しく学

べる教室となっています。ぜひ一度見学にいらしてください。お待ちしております。 

（サバス通信編集部） 

先日たくさんの里芋をいただき、お正月には煮しめと活用させていた

だきましたがまだまだいっぱいあったので(o^^o) 何か煮しめ以外に

出来ないか考えました。 

 材料（2 人前） 

里芋 2個（里芋によって個体差がかなりあるので今回は直径 10センチ) 

明太子 もしくは たらこ(どちらも生食用) 大さじ 1杯 

薄口醤油（無ければ醤油でもいい) 2滴 

柚子 皮を擦ったものを好量 (無くても OK) 

青ネギ 好量 

刻み海苔 好量 

 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

 

 

入会金５００円 年会費１,５００円にて受付中 

・初年度は入会金と年会費 3 年分をあわせて 5,000 円前納 

していただきます。会員更新は 1 年毎となっております。 

・各教室の会場は、清水康益社サバスホール内です。 

和服着付   講師 村田 久美子【日本きもの着付士協会】 

書  道   講師 河村 久子   【全日本新芸書道会】 

社交ダンス  指導 男性・女性２人の講師がお教えします 

【日本ボールルームダンス協会】 

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 講師 今井 久子 

【松月堂古流日本総会頭、神奈川県職業訓練指導員ﾌﾗﾜｰ装飾科  

日本ﾌﾗﾜｰﾃﾞｻﾞｲﾅｰ協会講師、フラワー装飾一級技能士】 

煎茶道･聞香･古典遊戯･茶道 講師 乾 實道(宗實) 

【横浜文化教室】  

※清水康益社コーセイ会事務局 篠原 Tel. 045-842-1140 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

一日体験できます。お気軽にご相談ください。 
教室名 日 程 時 間 参加費 備 考 

 
和服着付 ２月７日(木) 

３月７日(木) 

 
14:00~16:00 

 
無料 

 

 
書  道 ２月５日(火)  

３月６日(水) 

 
16:00~18:00 

 
本代 1 ヶ月 500 円 

 
道具持参ください 

 
社交ダンス ２月９日(土)・23 日(土) 

３月９日(土)・23 日(土) 

 

10:30~12:00 

 
無料 

 
シューズ持参ください 

 
ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ ２月 18 日(月)  

３月 25 日(月) 

 
13:30~15:00 

 
材料費 1500 円のみ 

3 日前までに電話連絡 

スリッパ持参ください 
 

煎 茶 道 ２月 11 日(月)・25 日(月) 

３月 11 日(月)・25 日(月) 

 
10:30~12:30 

茶菓子代 1000 円/回  

※主/干菓子付き 

3 日前までに連絡 

※月 1 参加可 
 

聞  香 ２月 28 日(木) 

３月 28 日(木) 

 
14:00~16:00 

香木・茶菓子代 

2000 円/回 

3 日前までに連絡 

※香道/黄檗/茶道 式 
 

古典遊戯 ２月８日(金) 

３月８日(金) 

 
13:30~15:30 

 
茶菓子代 1000 円/回  

3 日前までに連絡 

※投扇興･貝合･盤双六･盆石 
 

茶道体験 ２月 12 日(火)・13 日(水) 

３月 12 日(火)・13 日(水) 

 
13:30~15:00 

2000 円/回 

※コーセイ会員は半額 

3 日前までに連絡 

※客作法 

 

生徒さん 

今回、初めて参加しました。とても

落ち着いた雰囲気で、墨の香りが何

ともいえない心地良さでした。気持

ちを集中して書いた字は先生からも

褒められますね。 

お問合せ ： 港南消防署庶務課消防団係 
電話／FAX 045-844-0119 


